
 
地域医療ネットワークシステム「とねっと」の活用事例について    

          年齢 性別 程度

82 男 中等症

使用状況  傷病者情報の確認、病歴、通院先、緊急連絡先の確認ができた。

　

傷病者情報
傷病名

一般負傷 搬送先病院

概　要  散歩中に転倒し顔面を負した。（本人談）

 軽度の意識障害と認知症のため住所・氏名以外の情報収集ができなかった。

 家族が目を離した際に姿が見えなくなった。（妻談）

　

顔面挫創

18:51 種別

患者や家

族の声・

意見

日　時 平成29年9月19日 火曜日

 認知症を患っており、目を離した際に姿が見えなくなることがある。

 本人も歩行介助の状態で、今後このようなことがあるかもしれない。

「とねっと」で緊急連絡先が分かることは助かります。（妻談）

十善病院

年齢 性別 程度

80 男 中等症

日　時 平成29年9月11日 23:10

傷病者情報

使用状況

 意識の状態が悪く、診断を受けている病名等の情報が聴取できない状態であった。

（刺激することで開眼する状態）

 家族に診断名を問い合わせるが、明確な回答が得られなかった。

月曜日 種別

傷病名

搬送先病院

概　要

済生会栗橋病院急病

「とねっと」を利用し複数の病歴・通院先が判明し、医師へ報告することができた。

腹痛（膵臓癌）

患者や家

族の声・

意見


